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要       旨 

 

１ 作成の背景 

近年のグローバル化の進展、地球環境問題の深刻化、経済・産業構造の変化などにより、

社会は対応すべき多くの課題に直面しており、これらの解決に向けた学術的な取組みが必

要とされている。このような課題の解決のためには、専門分野の枠を越えて多様な見識を

持って俯瞰的に見通し、広範な問題に対して迅速かつ的確に対応できるアカデミー活動が

枢要である。 

 日本学術会議はわが国の科学者コミュニティを代表する組織として、これらの問題に対

して率先して取り組んできた。しかし、さらなるアカデミー活動の展開のためには、自由

で柔軟な発想を持ち、未来への責任を主体的に引き受ける若手科学者を活用するとともに、

次世代を担う科学者を育成することが急務である。 

世界的に見ても、若手科学者の担う役割への期待は高まっており、若手科学者が独自の

アカデミー活動を展開するようになってきている。ドイツ、オランダ等においては、2000

年頃に若手アカデミーが設立された。また、2010 年には各国の構成員(2011 年には 58 ヶ

国 124 名)からなる国際若手アカデミーGlobal Young Academy が設立され、若手アカデミ

ー活動検討分科会の委員も参加して、国際的な活動を行っている。日本学術会議でも、若

手科学者がこのような国際的連携を深めるための窓口を設ける必要がある。 

本提言は、以上の背景の下に、日本の科学者コミュニティにおける若手科学者の独自の

位置と役割にふさわしい活動の形態と組織のあり方を検討し、とりまとめたものである。 

 

２ 現状及び問題点 

学問の各分野で自らの知見を深め、学術界に入り独自の視点で研究を展開しようとする

若手科学者は、大学においては自らの責任と裁量において教育研究に携わり始める立場に

あり、産業界においては研究開発で中心的な役割を担い始める立場にある。若手科学者と

して捉えられる年齢層は分野によって異なるが、おおよそ 30〜45歳が中心であるといえる。

このような若手科学者は、他分野の科学者との交流を深め、さまざまな分野の知見に接す

ることによって、自由かつ柔軟な発想に至り、社会の直面する問題の解決や学術の発展に

寄与することが期待できる。 

しかしながら、現在の日本学術会議は、アカデミー活動において若手科学者を十分に活

用できているとはいえない。現状では、日本学術会議の会員・連携会員は、それぞれの学

問分野を主導してきたメリットベースによって選考され、主として 50〜60歳代から構成さ

れている。現在の会員・連携会員による活動に若手科学者による自律的な活動が加われば、

日本学術会議は、新たな視点を得てさまざまな問題の解決に寄与できるとともに、それを

通じて新たな学術を切り開くことができる。また、このようなアカデミー活動に取り組む

若手科学者には、次世代の学術を担う人材としての飛躍が期待できる。 

日本学術会議にこのような新たな展開を導くためには、若手科学者が現在の会員・連携

会員による活動に参加するというのでは十分でない。若手科学者が独自の視点を持って現



 

 

 

 
ii 

行の会員・連携会員による活動を刺激し高めることができるよう、若手の活動は自律的で

なくてはならない。これによって、若手科学者による発想を日本学術会議のアカデミー活

動に十全に活かすことが可能となる。 

日本学術会議は、このようにして新しい力を生み出す若手科学者のアカデミー活動を活

かし、同時に次世代を担う科学者を育成することのできる組織としての「若手アカデミー」

を必要としている。 

 

３ 提言等の内容 

日本学術会議は、社会が直面する課題の解決に向けて、また、学術の次世代を担う主体

の形成と発展のために若手アカデミーを設置して、若手科学者の独自の組織と活動を位置

づけ、これを支援する。 

 

(1) 若手アカデミーの活動 

若手アカデミーの活動は、社会に対する活動と、学術界に対する活動に分類される。 

社会に対する活動とは、若手科学者の視点を活かした提言活動、産業界、行政、ＮＰＯ

との連携、科学教育の推進、Global Young Academy の活動への参画等である。 

学術界に対する活動とは、主に若手科学者の意見収集と、それを踏まえた当事者の立場

からの問題提起、学協会等の若手科学者団体や異なった諸分野の若手科学者間の交流とそ

の機会の提供、各国若手アカデミーとの連携などである。 

(2) 若手アカデミーの組織 

日本学術会議は、若手アカデミーの意義を尊重し、その活動を持続可能なものにするた

めに、継続性および独自性という観点から、若手アカデミーを以下のように段階的に組織

する。 

当面、第 22 期においては、若手アカデミー委員会を幹事会附置委員会として設置し、

原則として本提案を準備した若手アカデミー活動検討分科会メンバーを特任連携会員によ

る構成員とし、若手科学者に該当する連携会員とともに、若手アカデミー設置に向けて準

備活動を行う。 

若手アカデミーは、第 23 期に、各部 20名程度、合計 60 名程度の連携会員によって構

成する。日本学術会議の組織としての若手アカデミーの位置づけ、および若手アカデミー

を構成する若手科学者を連携会員として選考する制度は、第 22期中に整備する。 

(3) 若手アカデミー設置による効果 

 日本学術会議は、若手アカデミーを通じて、国際的活動や他分野交流によって俯瞰的視

野を持つ若手研究者を育成するとともに、そのような若手科学者の新たな発想により、社

会の諸問題の解決に積極的に取り組む独自の活動を展開できるようになる。こうして、若

手アカデミーは日本学術会議の活性化に資するとともに、今後の機能強化に貢献すること

になる。 
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１ 本報告に至るまでの経緯 

 今日の社会は、政治、経済、社会のあらゆる面において転換期を迎え、学術はさまざま

な課題に直面している。この中で、学術に携わる者が年齢や世代、性別、分野を超えた経

験や視点をアカデミー活動に取り入れることが求められている。 

 日本学術会議のアカデミー活動では、もちろんのこと、多様な意見の反映に努めている

が、必ずしも十分であるとはいえない。アカデミー活動における多様性への対応の重要な

観点の一つとして、学問の各分野で自らの知見を深め、学術界に入って独自の視点で研究

を展開しようとする「若手科学者」の意見を反映させるということがある。学術界におけ

る経験年数によって若手層を捉えることもあろうが、総じて若手科学者として捉えられる

年齢層は 30〜45歳が中心であり、現在の、主として 50〜60歳代によって構成される会員・

連携会員を補完する層であるといえる。日本学術会議では、このような若手科学者の意見

を十分に反映させてきたとはいえない。 

 このような状況を改善するために、日本学術会議は、若手科学者の活動を新たな視点と

して活用するとともに、若手科学者の知見を十分に反映させる仕組みの整備を急ぐ必要が

ある。2010年 4月に公表した『日本の展望－学術からの提言 2010』やその他の提言におい

て若手研究者を取り巻く問題が取り上げられているが、これらの若手研究者に関わる問題

の解決に当事者である若手が関与するというのが、若手科学者の活動の一例である。 

若手科学者を活用し、若手の意見を反映させる仕組みを確立させた事例は、ドイツやオ

ランダ等に見られる。これらの国々では、世界に先駆けて従来のアカデミーとは独立した

「若手アカデミー」を設立して活発に活動しており、その活動は各国で高い注目を集め、

科学を志す若い世代の大きな関心の対象ともなっている。また、これらの各国若手アカデ

ミーを核として、2010年 2月には、世界経済フォーラムと InterAcademy Panelとの支援

の下に、Global Young Academyが設立され、若手アカデミーの組織化が進んでいる。その

活動は Nature誌、Science誌でニュースとして取り上げられる（参考資料４ Global Young 

Academyに関する報道実績）など、国際的にも注目されている1。 

このような国内外の動向を踏まえ、日本学術会議は、我が国における「若手アカデミー」

のあり方を審議するため、2009年6月に若手アカデミー委員会を設置した。同委員会の下、

2010年 5月には、より具体的な計画案を検討するために、若手科学者からなる若手アカデ

ミー活動検討分科会を設置した。以下は、若手アカデミー委員会若手アカデミー活動検討

分科会において検討し、取りまとめた若手アカデミーの設置の提案であり、若手アカデミ
                                                

 
1 本活動検討分科会委員も Global Young Academyに参加し、Executive Committeeメンバーに選出された。2011年 3月

の会合では、東日本大震災に対する内容を含んだ声明（参考資料３ Global Young Academyによる声明（2011年 3月 22

日））が採択された。 
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ー設置の意義と理由、活動内容、及びその組織のあり方を示すものである。 

 

 

２ 若手アカデミー設置の意義 

 

(1) 現状及び問題点 

今日の日本社会は大きな転換期を迎え、グローバル化の進展の下、国、組織、分野、

ジェンダー、世代、情報など、あらゆる既存概念の再編が必要とされる時代が到来しつ

つある。また、世界的には、環境、食糧、人口、災害、事故など、地球規模の課題に直

面しており、その深刻さは増すばかりである。産業・経済構造も急激に変化しており、

我が国においては、生産拠点の海外移転や大企業の国際的再編が進み、終身雇用制を始

めとする経営手法にも変化が生じ、国内雇用情勢の悪化や収入格差の拡大などの問題が

顕在化している。いずれの問題も、背景の変化に起因していることから、過去の成功例

をあてはめて解決できる状況にはない。これらは、学術だけでは解決できないが、学術

なくしては見通しがつけがたい問題であり、学術に携わる者には等しく課題解決に向け

た努力を求められている。学術の成果に基づく社会への助言・提言を行う「社会のため

の学術」としてのアカデミー活動の意義はここにある。 

一方で、我が国の若手の科学者コミュニティの状況にも目を向ける必要がある。近年、

我が国においては、若手層における学術への興味関心の低下が見られる。学術界への競

争的環境の導入と流動性の低い社会制度との齟齬によって、失敗が失職の危険をもたら

すという状況を生み、若手科学者のキャリアトラックが見えにくいこともその一因であ

ろう。また、若手科学者を中心とした男女共同参画の推進のためのワークライフバラン

スの見通しがつかないことも不安を生んでいる。このような現状は、若手科学者がその

役割を果たすために能力を発揮することを妨げ、学術界に魅力を見出しにくい原因とな

っているといえる。加えて、科学者コミュニティでは、若手科学者を「若手は自らの研

究のために活動すべきである」という個人主義的な価値観の中に置くことが多く、こう

した活動と並行して社会のためにも活動しようとする人材が埋もれている面もある。こ

のような若手科学者を取り巻く環境に対して、当事者である若手科学者が意見を表明し、

課題解決のために提言することは、広く学術界にとっても重要なことである。 

折しも、2011年3月に起こった東日本大震災は、社会への貢献の重要性を再認識させ、

若手科学者にもその責任と社会における活動への内的欲求を確認させるきっかけとな

った。社会において、科学者も個人主義の追求に汲々とすることは許されず、自らを高
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める活動と自らにできる社会的な活動とを両輪として、若手の頃から活動すべきである。

しかし、これまで、若手科学者の「学術のための学術」と「社会のための学術」の活動

の場が十全に用意されてきたとはいえない。 

このような状況に鑑み、日本学術会議では、第 21 期に若手科学者のアカデミー活動

のあり方の検討を始め、1年半にわたって討議を重ねてきた。 

 

(2) 若手アカデミー設置の効果 

若手アカデミーの設置は、年齢や世代、性別、分野を超えた多様な経験や視点を、学

術からの政策提言の中に取り入れる仕組みの一つになる。若手アカデミーによって、科

学者コミュニティの重要な一角を占める若手科学者の組織と活動が明確に位置づけら

れ、一定の代表制を確保することができる。いいかえれば、若手アカデミーは、アカデ

ミー活動に積極的に関わる若手科学者による集団を創出しようとするものである。 

若手アカデミーにおける活動は、若手科学者が、細分化された研究分野の「蛸壺」か

ら脱し、他分野の若手科学者と積極的に交流・連携する機会を創り出す。この中で、若

手科学者は、現代社会の直面する問題の解決に貢献するとともに、今後の学術界を担う

人材が育成される。実際、若手アカデミー活動検討分科会の活動を開始して以来、各委

員は互いの専門性に啓発され、結果として日常の研究活動が以前より活発化している。

若手科学者は、アカデミー活動を通じて自らの学問領域の深淵を探ると同時に柔軟な発

想力を発揮し、学問の融合や新たな学問領域を創出して、学術や社会に貢献することが

できる。このような若手科学者の活動は、科学の道を志すさらに若い世代の関心を刺激

するものと期待できる。 

 

 

３ 日本学術会議と若手アカデミー 

 

(1) 若手科学者のアカデミー活動 

① 日本学術会議における若手科学者 

現在の日本学術会議は、若手科学者を十分に活用できているとはいえない。日本学

術会議の会員・連携会員は、メリットベースによって選考されるので、すでに自らが

主導してきた分野における学術的業績をあげた 50歳代以上が 92.3%を占めている。実

際、大学においては 45歳未満の教員が 40.7%であり、日本学術会議の構成員の年齢分

布が大学教員のそれと大きく異なっていることからも、アカデミー活動における若手
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科学者の代表性が欠けているといえる。 

日本学術会議では、科学者コミュニティの世代的広がりを反映していない現在の会

員・連携会員の年齢構成からみれば、若手アカデミーを設置して若手科学者の知見を

活かすことにより、アカデミー活動をいっそう高めることができる。 

② 俯瞰的視野をもつ若手科学者の育成 

研究分野の細分化とともに、若手科学者は往々にして、個々の専門分野の枠組みの

中でのみ活動しがちである。若手科学者が自らの専門分野の蛸壺から脱し、分野ごと

の学協会単位にとどまらず、多様な研究、思想、人材に触れ、学識を深めることは、

自らの研究活動をさらに洗練させることになる。加えて、若手科学者による協働は異

なる研究領域を相互に刺激し、学術の発展に寄与するものと期待できる。さまざまな

研究領域に潜む共通の課題を認識することが新たな研究の種になり、社会からの要請

に応えるためにも、こうした学際的な研究が必要とされる。 

日本学術会議では、人文・社会科学、生命科学、及び理学・工学のあらゆる学術分

野の若手科学者を構成員とする若手アカデミーによって、俯瞰的視野を身につけた次

世代の学術の担い手を育成することができる。 

③ 若手科学者の代表性 

日本学術会議に若手アカデミーを設置し、若手科学者の代表を構成員とすることに

より、機能強化を図ることができる。 

若手アカデミーは、独自の視点から意見を発信して日本学術会議の活動の第二の力

となり、若手の科学者コミュニティを代表して、社会問題や科学・技術政策に関する

議論を促進させる。若手アカデミーの構成員には、子育て世代が入ることからも、男

女共同参画への観点など、これまでは見逃されてきた学術界における新しい課題や解

決への取組みも期待できる。 

 

(2) 若手アカデミーの自律性 

若手アカデミーの役割の一つは、次世代を担う若手科学者自身が描く未来に向けて提

言し、それを自らの手で実現してゆくことである。若手科学者の独自性のある活動のた

めには、若手アカデミーの自律性が重要である。ドイツとオランダでは、2000 年頃に、

限定的であったアカデミーにおける若手科学者の影響力に鑑み、若手科学者の能力を発

揮させるために、既存のアカデミーに若手科学者を加えるのではなく、自律させた形の

若手アカデミーを設立した。 

各国の事情や背景があるにしても、我が国において若手アカデミーの理念を実現する



 

 

5 

 

にあたっては、日本学術会議の中の一つの組織として設置するのが効果的である。若手

アカデミーの活動によって、日本学術会議全体の活動が強化されると期待できるからで

ある。日本学術会議における組織面の検討が必要なことはもちろんであるが、若手アカ

デミーが独自に運営できるように配慮する必要がある。 

 

(3) 若手アカデミーの若手科学者 

日本学術会議の若手アカデミーは、現行の会員・連携会員によるアカデミー活動を補

完する独自の活動を行うに相応しい構成員とする必要がある。 

学問の各分野で自らの知見を深め、学術界に入り独自の視点で研究を展開しようとす

る若手科学者は、大学においては自らの責任と裁量において教育研究に携わり始める立

場にあり、産業界においては研究開発で中心的な役割を担い始める立場にある。若手科

学者として捉えられる年齢層は分野によって異なるが、おおよそ 30〜45 歳が中心であ

るといえる。 

以下のような考察から、若手アカデミーの構成員は、この 30〜45 歳という年齢を基

準とし、博士の学位を取得後 10年、あるいは分野によっては博士課程退学後の 10年と

いう研究歴の早期段階にある若手科学者からなるものとする。 

① 若手科学者の位置づけ 

 学術的な知見を深め、一定の目標達成が一段落し、自らが主体的に学術のあり方に

取り組み始める立場にある若手科学者は、自らの研究だけでなく、社会的な次元にも

視野を広げる時期である。このような若手科学者が、個人主義的な意味での研究従事

者としての自覚に留まらず、研究を成立させ支持している社会や、未来の世代に対す

る責任について認識を深めることは、若手アカデミーの活動にとって極めて重要なこ

とである。 

こうした活動が一時的に若手研究者個々人の研究活動の歩みを緩めさせるもので

あったとしても、長期的な視点からすれば、研究の最先端への理解と学術的基盤の強

化、さらには社会的視野を兼ね備えた人材の輩出へとつながるといえる。実際、若手

アカデミー活動検討分科会の委員は、自らの研究活動に対する意欲が一層大きくなっ

ていると感じている。 

② 若手科学者の国際的活動 

現代社会は、環境、食糧、人口、災害、事故など、地球規模の重要課題に直面して

いる。これらの課題の解決に向けては、グローバルな視点から策を見出す必要がある。 

ドイツやオランダでは、従来のアカデミーとは独立した若手アカデミーが設立され
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てすでに 10 年余にわたって活動している。また、国際若手アカデミーGlobal Young 

Academy も設立されて活動を開始している。日本学術会議に設置する若手アカデミー

では、これらの若手アカデミーと連携して国際的な若手科学者コミュニティの発展を

目指すために、各国の若手アカデミーの構成員と同世代の若手科学者による活動を支

援するのが適当である。 

 

 

４ 若手アカデミーの活動 

若手アカデミーは、社会に対する活動と若手科学者に対する活動とを行う。具体的な活

動内容は以下の通りである。その活動のプロセスや成果については社会への透明性を確保

し、若手アカデミーの外からも多様な意見を取り込み、広く公表することによって活動を

発展させる。近年、発達の著しい Web技術などを活用し、ネット会議やウェブページを介

した意見交換などによる柔軟で効果的な討議を試みる。 

 

(1) 社会に対する活動 

社会に対する活動として、若手科学者の視点を活かした提言活動、産業界や行政、NPO

などとの交流、科学教育の推進、及び Global Young Academyの活動を通したグローバルな

課題解決への貢献を行う。 

① 若手科学者の視点を活かした提言活動 

社会が直面する諸問題の解決に若手科学者の成果を役立てるために、若手研究者が分

野を超えて連携し、共同して問題解決に取り組むことのできるシステムを構築するとと

もに、社会とのインターフェースを積極的に模索する。学協会の若手科学者組織と共同

し、科学者コミュニティ全体に活動を広げるとともに、産業界、行政、メディア、教育

界や各国若手アカデミーとの交流を深めて、国内外を問わず同世代との連携を図ること

により、若手科学者の視点を生かした提言活動を行う。また、環境やエネルギー、財政

など、今後の社会に影響を与える諸問題に対して、責任を担う若手科学者として積極的

に関わり、学術の立場から解決策を提示する。 

若手科学者が直面する問題については、その当事者である若手科学者自身が独自に検

討し、実効的な解決を見出すべきである。例えば、日本学術会議により提出されている

「日本の展望－学術からの提言 2010」を自ら未来を担う若手としての視点からレビュー

し、若手からの「日本の展望」を提示する。また、若手科学者が直面するキャリアトラ

ック問題への対応も考えられる。近年の競争的環境の急激な導入と、日本的社会制度と

の齟齬による問題が生じている。大学教員の任期付雇用の増加は、人材流動性の高くな
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い社会制度との乖離によって、深刻な問題を生じている。若手科学者は、渦中にいる当

事者として、解決に向けて検討すべきである。 

科学者コミュニティにおける男女共同参画の課題も重要であり、共働き環境を前提と

した新たなワークライフバランスを確立することも、とくに若手層に深く関っている。

男女共同参画社会基本法が制定されて以来 10 年以上が経過し、学術界でも女性科学者

の数は徐々に増えているものの、いまだ十分な状況とは言えない。就職・結婚・子育て

などをめぐって、女性に物理的・精神的な負荷がかかり、研究や仕事に専念できない状

況がある。男女共同参画を、女性科学者だけでなく、男性科学者も含めた科学者コミュ

ニティ全体の問題として位置付け、家事・育児等を含めた家庭での生活と研究活動とを

両立させるシステムを構築することが必要である。とりわけ共働きが一般化してきた若

手世代においては、人事異動や栄転等により、夫婦で勤務地が異なる場合の子育て支援

体制の欠落など、これまでには顕在化しなかった問題が増加してきている。また、過去

には夫婦間で家庭と職場を分業することにより可能になっていた研究室における長時

間勤務も、いまでは現実的に不可能となるケースが増え、世代間で価値観の相克が生じ

てきている。 

こうした課題や問題については、年齢的にも環境的にも当事者に近い立場にある若手

アカデミーが効果的な提言を行うことができる。若手アカデミーは、若手科学者の現状

を把握し、根本的な課題や問題を調査・分析して対外的な提言活動を行う。 

② 産業界、行政、NPOなどとの交流 

研究成果を社会的問題の解決に役立てる場合、多様な考え方や利害関係者の存在を視

野に入れることが重要である。若手アカデミーは産業界や行政、NPO などとの交流を通

じて多様な立場と考え方を理解し、連携して問題の解決に貢献する。研究活動以外の各

分野において、若手科学者と同世代の人材は、それぞれの分野において中心的な役割を

果たしていることが多い。こうした人材との交流は、実効のある相互の関係の構築を可

能にする。若手アカデミーは、各界同世代の人材と若手科学者の交流を積極的に進める

とともに、出版社やメディアの人材との交流を図ることで、より正確で効果的な情報発

信を行う。 

高い研究能力と経験を持った人材が、大学・研究機関のみならず、産業界や行政、NPO

など社会の各分野で活躍することは、知識基盤社会において極めて重要である。多様な

分野で活躍する人材を輩出するためには、社会で活躍したいという志を抱く若手科学者

と、そのような人材を必要とする人々を媒介する場が必要である。若手アカデミーは、

異分野科学者の交流やキーパーソン同士の連携を促進して、より広範な求人情報を効果
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的に流通させ、若手科学者が自分にふさわしい活路を見つけるための実効的な支援を行

う。 

③ 科学教育の推進 

次世代のための学術的基盤を強化するために、研究活動の持つ魅力を社会、とりわけ、

より若い世代に対して発信し、学術研究の持続的な発展に貢献することが必要である。 

近年、我が国では、若年層において、学術に対する興味関心の低下がみられる。その

理由は様々であるが、学術に対する関心の低下は進路決定前の若者が科学技術の世界へ

進もうとする気持ちを阻害し、ひいては科学・技術分野への人材供給不足をもたらす。

この状況に対する一つの打開策は、近い世代である若手研究者が、魅力的なロールモデ

ルとなることである。教育の現場が示しているのは、楽しく活動している科学者のもと

には、元気のよい若者が多く集まるという普遍的な事実である。これを若手科学者が実

現すれば、学術を志す人材が増加するといえる。 

若手アカデミーは、科学教育を推進し、次世代を担うより若い世代に刺激を与える役

割を果たす。 

④ Global Young Academyの活動への参画 

地球環境問題、資源・エネルギー問題、人口問題などいわゆるグローバルな課題は、

世界の科学者コミュニティの共通の課題である。若手科学者も国際的な連携を通じて、

課題解決に向けて積極的に貢献することができる。若手アカデミー活動検討分科会にお

いてもこの点を重視して活動を始めている。 

東日本大震災後の研究者受け入れに関わる国内外の情報の一元化と、日本学術会議ホ

ームページを通じた情報発信を行ったことが一例である（参考資料５ 東日本大震災に

対する分科会活動に関する報道）。その際、国内受け入れ研究室情報の収集だけではな

く、Global Young Academyを通じて世界規模の受け入れに関する協力を得ることができ

た1。このような世界規模での若手アカデミーの連携は、非常に有意義であり、これらの

活動を通して、世界の「動き」を科学的な視点から捉え直すことが可能となる。 

 

(2) 学術界に対する活動 

若手アカデミーは、メンバーだけの活動の場ではなく、広く若手科学者にとって開か

れた場として構築し、学術界に対する活動として、主に若手科学者からの意見収集、異

なった諸分野の若手研究者間の交流機会提供、各国若手アカデミーとの連携などを行う。 

                                                

 
1 東日本大震災を始め中東・北アフリカの情勢を受け、世界規模の受け入れ体制に関して、Global Young Academyの

statementsとして配信され、非常に多くの国から協力表明を得た。 
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① 若手科学者の意見収集 

学協会を単位とした若手科学者組織は既に数多く存在しており、多くの提言が発表

され、様々な活動がなされてきている。しかし、若手科学者の意見を集約し、社会や

政策提案に関与するまでには至っていない。こうした現状を踏まえて、効果的な提言

活動を行うため、若手科学者が分野横断的に連携し、意見を集約する機能を強化する

ことが求められている。 

このため、若手アカデミーは、学協会の若手科学者組織と共同し、意識の高い若手

科学者が分野を超えて連携できるシステムを構築し、若手科学者の意見を集約する。

また、若手科学者全体を取り巻く環境に対して自ら打開策を発信すると同時に、社会

の問題解決や政策提言に対しても、若手科学者間の議論を促進し、若手科学者の観点

からの自主的な学術活動を行う。 

② 異分野の若手研究者の交流機会の提供 

研究の高度な専門化は、新たな展望を開くための障壁にもなりうる。社会問題への

貢献や既存の学術領域においてブレイクスルーを見いだすためには、異分野の科学者

間で連携を活発にするとともに、多角的なアプローチや視点で各人の専門性をとらえ

直すことが必要となる。この目的のために、若手アカデミーは学際的研究を支援し促

進する。若手アカデミーは、学際的な議論・交流を行い、広く学際的研究の新しい場

を提供する。同時に、学問分野を超えた議論や学術セクター以外との交流の中で生ま

れた成果とその魅力を積極的に発信し、とりわけ若手科学者に対して学際的研究への

関心を促進する。新規の学際的研究は往々にして、その成果発表のための妥当な学術

誌が見つかりにくいことも事実である。こうした隘路を克服するために、将来的には

若手アカデミー独自の連携研究を主眼とした学術誌を発刊することも視野に入れる。 

また、学協会の若手科学者組織との連携を図り、連携が可能なプラットフォームを

提供する。それを実現するために、交流の場の設定や、Web で研究・人材ニーズやシ

ーズの情報を提供する。これにより、分野横断的な情報や人材の流れを活発にし、新

たな研究の創出や既存の研究結果に関する新たな知見が導出できる環境を整備する。

また、学協会以外の自発的に活動している若手研究者グループを登録することで、そ

の活動の実情を考慮した支援策を検討する。各グループの代表者をつなぐ場を提供し、

交流や活動の機会を整備することにより、新たな連携の創出が可能となる 

③ 各国若手アカデミーとの連携 

若手アカデミーは、各国の若手アカデミーとの連携を行う中で、学術交流における

国際感覚を養い、国際的にもリーダーシップを発揮できる人材の育成に貢献する。タ
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イや中国、韓国、シンガポール、台湾などのアジア諸国・地域では、若手アカデミー

設立を急ぐ動きがある。各国の事情により、設置に至る経緯は異なるものの、基本的

な理念として、若手科学者の育成と連携を掲げている点については一致している。さ

らに多くのアジア諸国にとって、日本学術会議における若手アカデミーの設置は一つ

のモデルとなるであろう。若手アカデミーの活動が先行しているヨーロッパ諸国との

連携のみならず、これらアジア諸国・地域の活動に対して助言し、各国若手アカデミ

ーと連携することによって、若手科学者の国際的な学術交流を深める。とりわけアジ

ア地域においては、アジアに固有の諸問題について若手科学者の観点から解決策を見

いだす共同の作業も可能となる。  

 

 

５ 若手アカデミーの組織 

日本学術会議に「若手アカデミー」を設置し、若手科学者による独自のアカデミー活動

を行うために、日本学術会議は、次世代を担う若手科学者が未来に向けて提言し、自らの

手でそれを実現していく土壌となるように組織する。 

若手アカデミーの設置は、第 23期における実現を目途とする。第 22期においては幹事

会附置委員会として、第 21期の若手アカデミー活動検討分科会委員(特任連携会員)を主な

委員とする「若手アカデミー委員会」を設置する。この委員会には、若手科学者に該当す

る連携会員の参加も促し、第 21期の活動を継続して、提言活動や科学技術コミュニケーシ

ョン活動を展開する等、多様なアカデミー活動を試行する。 

 以下には、第 23期に設置する若手アカデミーの枠組みを示す。若手アカデミーの組織の

位置づけ及び構成員の選考方法等について日本学術会議で早急に検討して制度の整備を図

る。 

 

(1) 若手アカデミーの位置づけ 

 日本学術会議における「若手アカデミー」は若手科学者によって構成される独自のア

カデミー活動の主体である。若手アカデミーの運営の詳細や日本学術会議の総体との関

係については、今後、検討が必要であるが、若手アカデミーの活動を日本学術会議の機

能強化に活かすために、たとえば、その代表者が幹事会にオブザーバとして参加するこ

とが考えられる。 

 

(2) 若手アカデミーの構成員 
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若手アカデミーは、若手科学者の集団として独自の活動力を確保しつつ、組織の流動

性と持続性を考慮し、ドイツ、オランダなどの例を参考にして、各部 20 名程度、計 60

名程度によって構成する。 

日本学術会議の会員の年齢層、及び諸外国の若手アカデミーのメンバーの年齢層を考

慮し、若手アカデミーの構成員は 30〜45 歳代であることを基準とする。ただし、年齢

にかかわらず、国内外の博士(相当)の学位取得後 10 年以内の者、また、人文・社会科

学系の研究者にあっては、博士課程単位取得満期退学から 10 年以内の者も含むものと

する。 

若手アカデミーは連携会員からなるものとし、その任期を 6年とする。ただし、立ち

上げ時においては、その半数を 3 年の任期とし、3 年ごとに半数の改選を行い、活動の

継続性を確保する。 

 

(3) 若手アカデミー構成員の選考 

 若手アカデミーの独自の活動力のために必要とされる一定数の若手の連携会員を選

考するために、連携会員の選考にあたって、各部 20名程度の「若手科学者枠」を設け、

若手アカデミーの構成員にふさわしい連携会員を選考する。若手科学者枠の設定、およ

び連携会員の選考にあたっては、候補者が優れた研究業績を有していることに加えて、

若手アカデミー活動に対する意欲と取り組むべき課題に対する的確な理解を有するこ

とを考慮する。なお、若手科学者枠によらず選考された連携会員が若手アカデミーの構

成員となることを妨げない。 

 連携会員の選考において若手科学者枠を設けることは、メリットベースによる会員・

連携会員の選考基準を変更するものではない。 

 

 

６ 結語  

若手アカデミーの設置は、次世代を担う若手科学者に日本学術会議の活動への参加を促

し、学術と社会の問題について広い視野から検討する場と多様な交流の機会を提供し、若

手科学者が学術における将来の担い手として育つ土壌となる。他方で若手科学者の集団は、

日本学術会議を活性化し、新しい力をもたらすであろう。これらを通じて、科学者コミュ

ニティの代表機関としての日本学術会議の役割はうたがいなく強化される。 

若手アカデミーは、若手科学者が分野と国境を超えて自由に、積極的に交流・連携する

機会を創り出し、新たな学問領域の創出や統合的学問を目指すボーダレスな知的共同体の
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一角を担う場ともなりうる。また、若手アカデミーは、若手科学者の視点を活かして、社

会的な問題への対処法を模索する場でもありうる。 

さらに、若手アカデミーの設置は、ジェンダー的観点からも意義が大きい。近年の若い

世代の女性研究者の増加は、若手アカデミーがより自然な形で、より積極的に学術の場に

おける男女共同参画を目指すことを基礎づけている。近年の大学運営形態の変化に伴い、

若手科学者を取り巻く雇用形態や研究環境は、多様性を増し、かつ、困難な状況を生みだ

している。若手アカデミーは、若手科学者が独自の活動とエネルギーに基づいて、科学者

コミュニティの力を引き出し、自らの進路を切り開く可能性を与えるものといえる。 
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＜参考資料１＞ 

若手アカデミー委員会・若手アカデミー活動検討分科会審議経過 

 

平成２１年 

７月２３日 若手アカデミー委員会（第１回） 

 ・役員の選出 

・若手アカデミーの在り方について 

・今後の進め方について 

１１月２６日 若手アカデミー委員会（第２回） 

 ・若手アカデミーに関する国際ワークショップへの派遣について 

 

平成２２年 

２月 ８日 若手アカデミー委員会（第３回） 

 ・若手アカデミーに関する国際ワークショップについて 

・シンポジウムの開催について 

４月１９日 若手アカデミー委員会 拡大役員会 

 ・オランダにおけるヤング・アカデミー活動に関する報告 

・ＮＹＡ設立のためのブループリントについて 

４月２２日 若手アカデミー委員会（第４回） 

 ・ドイツでの国際ワークショップ等の報告 

・若手アカデミーの在り方について 

６月２９日 若手アカデミー活動検討分科会（第１回） 

 ・役員の選出 

・若手アカデミー活動の基本方針について 

・サイエンスアゴラ 2010でのシンポジウム企画について 

・海外派遣（世界経済フォーラム、Global Young Academy総会）について 

９月 ８日 若手アカデミー委員会（第５回） 

 ・若手アカデミー活動検討分科会委員の選考について 

１０月２３日 

－２４日 

若手アカデミー活動検討分科会（第２回） 

 ・若手アカデミー活動の基本方針について、 

・提案書骨子案について 
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１１月１５日 若手アカデミー活動検討分科会 拡大役員会 

 ・提案書骨子案について 

・当面の活動、組織について 

１１月１９日 若手アカデミー活動検討分科会（第３回） 

 ・提案書骨子案について 

・当面の活動、組織について 

１２月 ９日 若手アカデミー委員会（第６回）若手アカデミー活動検討分

科会（第４回）合同委員会 

 ・若手アカデミー設置提案について 

・今後の進め方について 

１２月１７日 若手アカデミー活動検討分科会（第５回） 

 ・文部科学省科学技術政策研究所 茶山秀一上席研究官との意見交換 

 

平成２３年 

２月 ９日 若手アカデミー活動検討分科会（第６回） 

 ・総合科学技術会議 相澤益男議員との意見交換 

２月２１日 若手アカデミー活動検討分科会（第７回） 

 ・科学技術振興機構 北澤宏一理事長との意見交換 

４月 １日 若手アカデミー活動検討分科会 役員会 

 ・若手アカデミー設置提案について 

４月１８日 若手アカデミー活動検討分科会（第８回） 

 ・日本学術振興会 小野元之理事長との意見交換 

・東日本大震災に関連するシンポジウムの企画について 

 

上記のほか、若手アカデミー活動検討分科会では、出張時間の節約と、多くの人数の出

席を得る試みとして、SkypeTMを用いたインターネット会議を開催してきた。その履歴は以

下のとおり。 

 平成２３年 

１月２６日 （出席者１４名） 

 ・若手アカデミー設置提案について 

３月 ９日 （出席者１２名） 

 ・若手アカデミー設置提案について 

・海外派遣（世界経済フォーラム）について 

３月２８日 （出席者１１名） 

 ・2011 Global Young Academy総会の出席報告 
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＜参考資料２＞ 

若手アカデミー委員会・若手アカデミー活動検討分科会の活動状況 

（国際活動、シンポジウム、執筆、震災対応、新聞掲載実績等） 

 

平成２２年 

２月１４日－１６日 

 若手アカデミーに関する国際ワークショップ（ベルリン）への参加 

 ・若手アカデミー委員会委員４名を派遣 

・グ Global Young Academy設立に貢献 

３月 ４日 

 シンポジウム「若手アカデミーとは何か」（大阪）の開催 

 ・欧州科学人文学術会議連合 ルーディガ―・クライン事務局長の講演 

・Global Young Academy、各国若手アカデミーの動向に関する報告 

・若手アカデミーに関するパネルディスカッション 

３月２１日－２３日 

 IAC理事会及び IAC／IAPジョイントミーティング（オランダ）への参加 

 ・オランダヤングアカデミーに関する現地調査 

８月－９月 

 「学術の動向」2010年 8月号、9月号に Global Young Academy、各国若手アカ

デミーの動向に関する報告等を執筆し掲載 

 ・「若手アカデミーの設立に向けて」 

（8月号）http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2010-08.html 

（9月号）http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2010-09.html 

 

９月１２日－１６日 

 第３回 IAP若手科学者会議 2010（中国）への参加 

 ・若手アカデミー委員会・若手アカデミー活動検討分科会委員２名を派遣 

・産学連携に関する企業人を交えての意見交換 

・世界経済フォーラムへの参加 

・ヤングサイエンティストアンバサダープログラムの構想に貢献 

１１月２０日  

 サイエンスアゴラ 2010 

シンポジウム「新しい科学技術政策と若手研究者の役割」を開催 

http://www.scienceagora.org/scienceagora/agora2010/program/show/A44 

・若手アカデミー設置に関する骨子案報告、パネルディスカッション 

http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2010-08.html
http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2010-09.html
http://www.scienceagora.org/scienceagora/agora2010/program/show/A44
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平成２３年 

３月２０日－２２日 

 Global Young Academy第１回総会（ベルリン）への参加 

 ・若手アカデミー委員会・若手アカデミー活動検討分科会委員（Global Young 

Academy会員）４名を派遣 

・東日本大震災やアフリカの状況に対する声明の作成 

・駒井分科会委員長が executive committee に選出 

４月 ６日以降～ 

 「被災された研究者・学生等の受入・研究支援等に関する情報」の発信等 

 ・東日本大震災の発生を受け、被災された研究者・学生等の受入・研究支援等

に関する情報を独自に収集し、日本学術会議のホームページを活用して発信中 

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/wakateacademy/index.html 

 

４月２２日  

 「震災支援に関する情報掲載」に関して科学新聞に記事掲載 

６月２５日（予定） 

 シンポジウム「若手研究者の考える，震災後の未来― 学術に何ができるのか」

（日本学術会議講堂）を開催予定 

 

 

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/wakateacademy/index.html
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＜参考資料３＞ 

Global Young Academyによる声明（2011年 3月 22日） 

（東日本大震災への言及及び若手アカデミー活動検討分科会委員長駒井の名前を含む。） 

http://globalyoungacademy.org/index.php/new/192-press-release-from-the-gya-gener

al-assembly-2011 

 

  

http://globalyoungacademy.org/index.php/new/192-press-release-from-the-gya-general-assembly-2011
http://globalyoungacademy.org/index.php/new/192-press-release-from-the-gya-general-assembly-2011
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＜参考資料４＞ 

Global Young Academyに関する報道実績 

１．Science vol.328 (2010) 
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2. Nature News (2011) 
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3. Science Vol. 332 (2011) 
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＜参考資料５＞ 

東日本大震災に対する分科会活動に関する報道 

（科学新聞、2011 年 4 月 22 日、１面、若手アカデミー活動検討分科会副委員長中村の

名前を含む） 

 

掲示板アドレス：http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/wakateacademy/index.html 

 

 

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/wakateacademy/index.html

